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１．概要（Summary） 

iPS細胞（人工多能性幹細胞）などから作製される三次

元細胞組織「オルガノイド」は臓器機能の一部を示すこと

から、再生医療技術への応用が期待されている。本研究

では肝臓オルガノイドの成熟化を目的として、培養中の肝

オルガノイドに圧力刺激を印加するマイクロ流体デバイス

の作製を行った。流体デバイスの構造は、生体適合性の

ある PDMS（Polydimethylsiloxane）をソフトリソグラフィ

で成形加工して作製するため、ここではリソグラフィ技術を

用いて PDMS 成形用モールドを試作した。この PDMS

のもう１つの材料特性である柔軟性を圧力刺激の印加機

構に応用することが[1]、本デバイスの特徴でもある。 

本研究で設計したデバイスは、オルガノイドを培養する

チャンバ（400 µm 以上）とマイクロ流路（50 µm 程度）の

高さが異なる 2 種類の構造で構成される。そのため、厚さ

45 µmのドライフィルムレジスト（TMMF2045：東京応化）

を使用し、2段階露光プロセスでモールドを作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザー直接描画装置、レジスト現像装置 

【実験方法】 

以下の手順でモールド作製を行った。 

1. レーザー直接描画装置でマイクロ流体デバイスの

フォトマスクを作製 

2. シリコンウエハ上に TMMFを膜厚 45 µmにラミネ

ートして、流路構造のパターンを露光 

3. その上にTMMFを膜厚360 µmにラミネートして、

培養チャンバのパターンを露光 

4. 露光後のベーク（PEB）を行った後に現像し、完成

したモールドをオーブン内でハードベーク 

 

 ３．結果と考察（Results and Discussion） 

 2 段階露光プロセスにより、高さの異なる流路を持つ

モールドを作製することに成功した。４インチシリコンウェ

ハ上に作製したレジストモールドを Fig. 1に示す。今後は、

本モールドで PDMS を成形加工したオルガノイド培養デ

バイスを作製し、実際に圧力刺激を印加しながらオルガノ

イド培養実験を行う。 

 

Fig.1 Fabricated resist mold.  
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